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研究成果の概要（和文）： 

オホーツク文化人集団は 55 歳以上で亡くなる個体がかなり多い。オホーツク文化集団は、船
上の活動などが腰椎の関節症性変化発症に関与した。久米島近世集団は、男女とも腰椎の関節
症の頻度が高い。四肢では、オホーツク文化人骨では肘関節、膝関節で高い傾向を示した。沖
縄縄文時代人は、目と目の間が平たいという特徴がある。成人男性の平均身長が約 153cmと、
南低北高の傾向がみえる。北東アジア人の大腿骨骨体上部の形状が扁平形状であることを示し
た。四肢骨 Fst は頭蓋や歯の値より 2-3 倍大きい。SNP の解析により、アイヌ人と琉球人は一
つのクラスターをなし、アイヌ・琉球同系説を支持した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 Severe osteophytes on the body of the lumbar vertebrae were more frequently seen in 
the Okhotsk males. Degenerative changes of the articular process of the Okhotsk were most 
frequently seen in the lumbar vertebrae. This is well contrasted with a high frequency 
of degenerative changes of cervical apophyseal joint in Ryukyu peasants. High prevalence 
of elbow and knee joint changes in the Okhotsk showed a strong contrast with the high 
frequencies of the hip joint changes in materials from the Kamakura and those in shoulder 
and hip joints in materials from Ryukyu. Northern Asian groups tended to possess overall 
larger limb dimensions than groups from Japan. The Jomon femoral head breadth and skeletal 
limb lengths were found to be significantly and positively correlated with latitude, 
indicating a north-south geographical cline in the body size. The A-STR showed uniqueness 
of the Ainu, and the Y-STR haplotypes revealed strong evidence for a link between the 
two indigenous populations in Hokkaido and the Ryukyu Islands. 
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１．研究開始当初の背景 
日本列島の人類史の解明は、日本の人類学

の大きな主題である。とくに、縄文時代人と
弥生時代人との関係は、石器時代人と称した
明治時代から、議論の的になってきた。山口
敏、埴原和郎両氏の言う日本人の重層性(山
口, 1987)または二重構造モデル(Hanihara, 
1991)は、渡来系弥生人が現代本土日本人の
形質形成へ大きく関与したことを示した。ま
た、現在でも、大型の科学研究費による研究
がこの「日本人の起源」をさらに解明しよう
としているのも事実である。日本本土の縄文
時代人、渡来系弥生時代人、そして、現代本
土日本人を考えるとき、この単純なモデルは
有効であろう。しかし、埴原和郎氏も述べて
いたように、あくまでも、単純化したモデル
であり、たたき台である。 
 研究代表者は、「これまでに受けた研究費、
成果等」にあるように、一貫して、北東アジ
ア人集団ならびにオホーツク文化人骨の形
質人類学研究に従事してきた(Ishida, 1988, 
1996, 2009)。 
さらに、平成 18 年度から 20 年度には基盤

研究（Ｂ）を獲得し、卓越した研究者ととも
に日本列島の北の周縁地域のオホーツク文
化人類集団の解明を進めてきた。その中で、
古代 DNA を用いた遺伝学的手法や R-matrix
法を用いた形態分析で、オホーツク文化人集
団の起源は、やはり、サハリン北部やアムー
ル川下流域のニヴヒやウリチに近いこと、さ
らには、オホーツク文化人集団がアイヌの成
立に深く関っていることを示した(Sato et 
al,. 2007, 2009; Komesu et al., 2008; 
Hanihara et al., 2008) 。また、生物考古
学的研究である、同位体分析や変形性関節症
の分析は、オホーツク文化の人々が海獣狩猟
民あるいは漁労民であることを如実に示し
ている(Yoneda et al., 2007)。 

研究代表者は 12年前に琉球大学に異動し、
琉球列島人類集団の研究も進めている。琉球
列島の人々の人類学・遺伝学研究は、九学会
連合の沖縄研究や港川人骨の研究を始め、実
に多い。我々の久米島近世人骨を用いた頭蓋
形態小変異の研究は、HLA の研究と同じく
(Hatta et al., 1999)、日本本土のみならず
南からの人の流れを示唆した(Fukumine et 
al., 2006)。さらに同じ人骨を使用し、変形
性関節症、歯科疾患の研究を進め、農耕民で
あることを実証し、さらには、同位体分析と
あわせて、男女間の生活習慣、食性の差を示
した(諸見里ほか, 2007; Irei et al., 2008；
久高ほか, 2009)。 

一方、現代の琉球列島の現存する人々から、
歯型を採取し、琉球列島を一つとはせず、沖
縄本島、宮古島、石垣島間の多様性を分析し、
先島の人々がややアイヌに近いことなどを

見出した(Higa et al., 2003; Haneji et al., 
2007; Toma et al., 2007)。さらには、歯型
をとった同一人物からの血液採取を行い、遺
伝学研究も進め、宮古島の人々が YAP＋が多
く、先島の人々は台湾原住民とは類縁関係が
ないことを報告した (Matsukusa et al., 
2009)。 
 
２．研究の目的 

日本列島の南と北の周縁の世界に住む
人々の形質人類学研究を通して、アイヌや琉
球列島の人々が、単純に縄文時代人の生き残
りではないことが分かってきた。埴原和郎氏
も晩年、「二重構造から多重構造へ」と論を
進めていたが、それに加えて、生活環境の復
元を生物考古学の立場から行い、日本列島の
南と北の人々の生活誌と系統の多様性を明
らかにする必要があると考えるにいたった。 
生活誌を探る生物考古学研究は、海獣狩猟・
漁労民であるオホーツク文化人骨と琉球の
農耕民である近世人骨については、進展を見
せているので、さらに四肢骨形態、歯科疾患、
変形性関節症の分析研究を進めてゆく。実は
近世アイヌについては、歯科疾患以外の生物
考古学的研究はほとんど無い。また、琉球や
九州の縄文時代人骨、さらには、西北九州の
弥生時代人骨（おそらく漁労民）や北部九州
の弥生時代人骨（農耕民）について、生物考
古学的研究を進めることにより、その特徴を
明らかにする。そのため、精度の高い年齢推
定法やロジスティック回帰分析を用いて、十
分な疫学解析を実施する。生物考古学研究と
相対する形で、同位体分析による食性復元を
行う。これは、集団差、男女差など集団から
個体までの生活誌を復元する基本的なツー
ルである。 

系統については、日本列島の縄文時代人骨
の多様性を確かめる必要がある。長い間、頭
蓋形態などに基づく研究が盛んであったが、
遺伝子が直接的な証拠である。北海道の縄文
時代人骨については研究が進んだが(Adachi 
et al., 2008)、九州、琉球の縄文時代人骨
の特徴はいまだ、はっきりしない。とくに琉
球の縄文時代人骨の特徴を捉えることは、そ
のあとの琉球の人類史の解明に必須である。
このため、長崎大学等保管の試料を用いて、
ミトコンドリア DNAのみならず、核 DNA によ
る遺伝学的分析を行う。その上で、北海道は
続縄文時代から、外来のオホーツク文化人骨、
さらにはアイヌの人々への遺伝学的変遷を
明らかにし、琉球でも、同様の研究を進めて
いく。 
以上、日本列島の縄文時代人骨の遺伝的多

様性を調査し、それを基に、縄文時代以降の
琉球・九州と北海道・サハリン地域の人々の
生活誌と人類史の多様性を明らかにする。 



３．研究の方法 
日本列島の周縁地域から出土した人骨と

して、南は琉球と九州の縄文時代から弥生時
代相当人骨、西北九州の弥生時代人骨、北部
九州の弥生時代人骨、近世の久米島人骨、北
海道のオホーツク文化人骨、できれば近世ア
イヌ人骨を対象とし、歯科疾患、変形性関節
症、四肢骨の形態研究などの生物考古学の観
点から分析を行う。同時に、人骨および動物
骨資料について、炭素（14C、13C、12C）および
窒素（14N、15N）の同位体比を測定する。集団
内における食生活の様相（例えば性差や年齢
差）を明らかにし、生物考古学的研究とあわ
せて、当時の人々の生活誌を復元する。 
人骨からミトコンドリア DNAおよびＹ染色体
DNAを含む核 DNA抽出を行い、形態的特徴と
照合しながら系統的位置とその起源を考察
する。同一遺跡から出土する人骨間の家族関
係ならびに遺跡間での多様性の違いを分析
する。 
 
４．研究成果 
寛骨耳状面の加齢変化から求めたオホーツ
ク文化人集団の死亡年齢は、15 歳から 34 歳
が 23.0%-41.2% 、 35 歳 か ら 54 歳 が
22.3%-38.7%、55 歳以上は 24.4%-51.3%であ
った。これは、55歳以上で亡くなる個体がか
なり多い。古代人骨集団の脊椎関節症性変化
を調査した。海獣狩猟・漁撈に特化した生業
をもつオホーツク文化集団は、船上の活動な
どが腰椎の関節症性変化発症に関与したと
思われる。久米島近世集団は、男女とも腰椎
の関節症の頻度が高く、とくに椎体前縁部に
関節症を多く認め、農作業などの習慣的労働
があったことを示した。四肢の変形性関節症
では、オホーツク文化人骨では男女ともに中
等度以上においては肘関節、膝関節、手関節
で高い傾向を示した。 
 沖縄の縄文時代人は、やはり、縄文文化を
持つ人々として同じ形質を持つ。ただ、沖縄
の縄文時代人は、目と目の間が平たいという
特徴がある。これは、近世にもつながる形質
らしい。成人男性の平均身長が約 153cm と、
低身長でもある。縄文時代人は全国的に見て
も約 157cmと身長が低いが、南低北高の傾向
がはっきりみえる。さらに、日本およびアジ
ア地域 11 集団成人男性四肢骨を用い統計学
的解析を行った．緯度との有意な相関は大腿
骨骨体上最大径および扁平示数で認められ，
北東アジア人の大腿骨骨体上部の形状が扁
平形状であったことを示した．四肢骨 Fstは、
0.432-0.336 と頭蓋や歯の値（0.078-0.180）
よりも 2-3倍大きい。 
 ヒトゲノム全域に分布する SNP（単一塩基
多型）約１００万座位の遺伝子型を決定し、
それらを他の人類集団のデータと比較した。
集団としては、アイヌ人と琉球人はひとつの

クラスターをなし、本土人、韓国人が続いて
クラスターしている。これらの結果は、アイ
ヌ・琉球同系説およびその現代版である日本
人の縄文・弥生の二重構造モデルを強く支持
している。 
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